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原 の辻遺跡

原の辻遺跡特定調査事業発掘調査報告書亜

(環濠等状況調査 2) 



発刊にあたって

本書は，原の辻遺跡特定調査事業に伴って実施した，平成12年度の原の辻遺跡発掘

調査報告書ですc

原の辻遺跡、は，中国の歴史書 f重量志倭人伝jに登場する 「一支醤jの[王都Jと

して特定されている遺跡です。 r麓志倭人伝jに記された 3世紀のE本に存在した国々

の中で，国の都がはっきりと特定されているのは唯一軍の辻遺誌だけで，全国的にも

稀有で貴重な遺跡、です。その重要性が認められ，平成9年 9月に国史蕗，平成12年11

月には冨特別史跡の指定を受けました。~年生時代の遺跡で特別史蕗の指定を受けてい

るのは，静岡県登呂遺跡，佐賀県吉野ヶ里遺跡と原の辻遺跡の 3遺跡だけです。

平成10年度・平成11年震に実施した特定調査事業に伴う発掘調査でL:J:，遺跡の北西

部の状況を詳しく知ることができましたc また，中国の前漢時代の「五鉢銭jや「三
よくぞく かせん らくろう

翼議J，新時代の[貨泉J，朝鮮半島の楽浪系の「馬車具J(r単輿真J)，日本最古の「釜

室むなどの大陸伝来の貴重な遺物も発見しました。今年度の調査はヲ平成11年度に続

いて環濠等状況調査として，遺跡の北西部における環濠をはじめ，より詳紹な状況の

調査を実施しました。その結果，新たな遺講や大陸から伝えられた貴重な遺物を発見

しました。

今回の発掘調査の成果を学術的な資科として また文化財の保護のために役立てて

いただければ幸いです。

平成13年 3月31百

長崎県教育委員会教育長 本村道夫



例 I=f 

l.本書は，原の辻遺跡特定調査事業に伴って実施した，平成12年度の原の辻遺跡の発掘調査報告書

である。

2.本書に収録した遺跡の調査地区は，長崎果壱蚊郡芦辺町深江鶴亀触字不繰・八反に所在する G

3.調査は長崎県教育委員会を主体として，原の辻遺勤:謡査事務所が担当した。

言電査組議所 長

課 長

主鉦文化討課護主事

文化財課護主

丈 化 財 保

自JIl

安楽 勉

町田和j 幸(現場担当)

杉原敦史(現場担当)

藤村 誠(現場担当)

4.本書で龍馬した遺物と遺講の実説および製図は，原の辻遺跡議査事務月rrが行った。

5.本書に収録した遺物・国語・写真は，原の辻遺爵:譜査事務所で保管している。

6.本書の写真は，野田利幸が譲影した。

7.本書の執筆(;;1:， 1.， II.， rn. 1 .を藤村誠が，それ以外を杉原敦史が担当した0

8.本書:の編集は，杉原敦史が行った。
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1.遺跡の立地と環境

1 .地理的環境

玄界;難に飛び、石のようにi手かぶ壱較島は東西約15km，南北約17国，面積約139krri，対馬とともに長

崎県に麗し，人口は約3万5ご子入の島で、ある C 朝鮮半島譲UJから対馬まで辻約52km，対馬から壱岐及

び壱蚊から福間県博多までは約67km，壱岐から佐費県呼子までは約26kmの距離に位置する。長崎県へ

の海上交通アクセスはなく，行政的には長崎県に属するものの文化的・経済的には福同県との繋がり

i菜い。

島は全体が平坦なj容岩台地で，組伏は少なく最も高い岳の辻でも諜高は213mにすぎない。現在の

耕地率は32%で換しい山々からなり耕地率も2.7%の対馬とは好対照をなしている。島の基盤は古第

三期層で，玄武岩がその表面を覆い，弥生時代以時の箱式石棺や古墳石室の石材ーとして科揺されてい

る。島であるがゆえ自然環境の破壊は都市部ほど進まず，震史・文化の訴究フィールドとしてはとて

も有効な場所である。 r差是志設人伝jには「……耕出猶不足食……jとあるが，島南東部の f深江田

原Jは黒内第 2の沖積平野で，有数の穀倉地帯となっている。原の辻遺跡はこの平野の中に苦状に突

き出した台地(標高18m)と現在の水田面からなり，現在の遺務の範囲は約lOOhaである。また遺跡

北側には東西に橋鉾111が流れ，約 1闘で、内海(うちめ)に注いでいる G また，遺跡;の位置する「深江

田原jは冬になると北西の強震が吹くことでも知られている。

一市民一
一割一

手夏
向
察 J

熊
本
県

i雪1聖書j

。
qミ o 3km 

L一一一」ーーら......-l

1康の辻遺跡
3車出遺跡

第1留 壱蚊島及び遺瀞位置冨

2カラカミ遺跡
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2事監史的環境

玄界諜に浮かぶ壱岐島は古くから対馬とともに大陸や朝鮮半島との人的・物的な交流拠点として，

また訪禽上の要{重?として震史的に重要な役割を担うてきた。

壱岐が拐めて竪史に登場~するの辻 3世紀の中国の控史書 f麓志霞人伝jで，その中に 1---支国jと

して記載され，弥生時代終末期の壱岐の状況が紹介されている o I(対高田から)南に論議という海を

渡り，子会里行くと，一大毘(ー支揺) くc 長官は卑拘，副官;ま卑奴j手離と呼ばれている。 r.tさ

は四方三古里ばかり。竹木・叢林が多く，三千ばかりの家がある O やや田地があるが，食べるには足

らない。南北に海を渡って米などを買ってくる。j短いが当時の壱蚊を知る費重な記述である O

現在壱岐では弥生時代の遺跡が60余カ所知られている C その中でも出土遺講・遺物ともに群を抜き，

一支留の拠点集落であると考えられているのが原の辻遺跡である。 J~tの辻遺跡は弥生前期末から集落

の形成が拾まり，弥生中期前半に詰多重の環濠を巡らし大集落として整寵され，吉墳前期まで集落が

存続したようである。

調査の進展によって台地を環る濠，台地頂上部での集落の中枢部分とみられる高床建物誌の発見，

台地西側での括着き場跡の発見など，都市的様相を持つ一支屈の王都としての姿を徐々に現してき

また，大量系の遺物や高度な建築・土木技第を鰐わせる遺構・遺物は，この地で大擦や朝鮮半島の人々

との活発な交流が行われていたことを示してくれている O

島内で原の辻遺跡以外の弥生時代の重要な集落遺跡としてはカラカミ遺跡と車出遺跡、が知られる。

刈田院JIIの中流北岸;こ点在する遺跡群のや心がカラカミ遺跡である。涼の辻遺跡と同じく弥生時代前

期末から集議が形成され，高地に位置するものの環濠が巡っている。朝鮮半島系の瓦質土器や楽浪系

の滑石混入土器の出土は大i践との頻繁な交流を物語る。涼の辻遺跡との類似性は大きいが，集落の規

模が小さく，出土遺物から漁労や交易に従事した集毘の基地的な集落であった可能i主が強いc

i議鉾JI!上流の遺跡群の中心が事出遺跡である c ここからも貨泉ー i、骨等が/:11土する。しかし，この

地域が原の辻遺勝と向じ水系で蓋線で約 5km程上流で、あることラまた集落の形成時期が弥生中期であ

ることから，原のよi二遺跡から派生した集団によって集落が営まれた可能性が強いと考えられる。ここ

にも有力者層が存在し，北から高にj菜く湾入した半域湾を意識し，島の西部をかためるための拠点集

落であった可語性もある。

5世紀後半に築造されたとみられる大塚山古噴は，震の辻遺跡を見下ろす山の土に築かれp この地

の有力者のものと考えられる。その後約 1世紀近くの空白を経て豆大な古壌が島の中央部に多く見ら

れるようになる。県内で最大の前方銭円墳である双六古墳，石室に報刻が見られる鬼犀窪古墳など日

石で築い に多い。こ との交流に関心の深かった中央集権的右¥JJ者

の存在を伺わせるものである。

空令部下において壱岐・対馬は下回とはいえそれぞれ一つの屈として扱われている。これも，

対馬のもつ大臣との交流拠点，防高拠点としての重要性からに飽なら会い。
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正調査の経緯

原の辻遺跡の調査!播鉾)11流域稔合整慌計画にかかる範毘確認調査及び緊急発掘調査が平成 3~

6年震に実施されタ弥生時代の大規模な環濠が検出されるなど重要な発見があった。

平成 5年震の譲査は，遺跡の東部一帯の緊急、発掘調査と北健から爵→帯の範路確認調査を実強しヲ

環濠をはじめとする重要な遺構等が検出された。その結果にもとづいて協議を行い 9 平成 5年度の調

査詰所を含めた工事区域内の約4.5haについて，非農沼地を設定 L，章構の保存を行うことになった。

平成 6年度の調査は，遺構の北側 A帯の緊急発掘調査を実施し，環濠等の遺講を検出した。またヲ

遺跡の南側の大JII地区では農道拡幅工事中に貴重な中出製陶磁器類などの占ftの遺物が大量に発見さ

れたために工事を仁科訴して調査を実施し

平成 7年震には，の辻遺跡、謁査指導委員会において，これまでの調査結果に検討が加えられた結

果，当該遺跡が f隷志{委人伝j中の f渦支閤jの王都として持定された。

平成8年度は，遺勝の一帯の調査を実施い弥生時代中期前葉の給養き場拡，それに付寵する

石組遺構，弥生時代諒期末から中期初頭、にかけての水田畦畔遺構，弥生時代から古墳時代にかけての

!日河道などを確認した。

玉子成 9年度の調査では播鉾111の弥生時代ヰ1揺の!日道と濠等を確認し. 1日河道内から高床建物の

部材である!京大引材をはじめとする多数の建築部材や100点以ヒの朝鮮系燕文土器等が出土し， m:地

部分の居全域も確認した。

16i可道の謂査は播鉾JIIの河J1I改修工事に伴って歩平成 6~8 年度にかけて実施した。その結果，

犠鉾JI!の弥生時代詩期末から古墳時代前期にかけての!日河道4条， i豪2条，溝 l条を確認した。

また，これらの開発行為;こともなう調査と並行して，台地部分の遺構確認調査を平成 6~11年度ま

で実施し，台地頭上部分とその題辺部の調査で?祭記用と考えられる高床建物の柱穴群や磁のため

の台地を東西に切る濠等を検出 L，この付近一帯が遺跡の中核的部分であることが判明したc 台地北

館の高元地区では，竪穴住居時等を検出しこの地区が居住域であることを確認した。

平成10年震からの特定説査事業で、は;遺跡の北高器地部を"1むらに調査が仔われたO その結果，弥生時

代中期の環濠を台地下の北西部地域で拐めて薙認するとともにヲ複雑に中継し合う弥生時代後期の譲

群も確認した。また平成11年度には，弥生時代中期前半:の環濠2条が確認され，出二L遺物の状況など

から，この時期に多重環諒が成立し本語的な拠点;集落とし されたことが鳴らかになった。さら

に，これらの環濠が!日河道の手前で、止まり，台地酉縁を流れるiEl?可道が途切j

こともわかってきたc

を補完していた

本年度は弥生時代読需の譲群の追跡調査や，遺跡北西低地部のさらに詳しい状況を把握するために

過去 2 年間の調査[まの践簡を埋めるような7f~で一調査区を設定 L，平成12年 5 月 186 から平成12年10月

206の期間，長崎県教育委員会を主体に， 1京の辻遺跡識査事務所が担当して，面積1，300ぱの調査を

実施したc
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調査・発見年宣 発見者・謁査主体 J壬 な 成 果

大正~昭和初期 松本友雄・山口麻太郎!学会への遺跡の紹介。

昭和14年 鴇恩恵正 ト幡f主ー鉾岩$]1[改修に伴う耕地整理での調査。

昭和26~39年A 九学会東亜考古学会 l 跡，墓域の確認。ト ，貨泉出土。涼の辻上層式の
設定。石器から鉄器へ転換した典型的遺跡の評髄。

昭手[129年 |東亜考古学会 |置場整備で大原地区から細形銅剣Ij2 釧主 1肘。

昭和49年 i長崎県教委 ;大原地肘，個人の基盤整備時って斐桔墓51 石棺墓

i防 発 見 い 戦 思 式 調 鎚 l トンボ玉など出土c

大111地区，原ノ久保人地IR，原ノ久保B地医ーなどの墓域

昭和51~52年 i長崎県教委 |を発見。大川町は方格規矩鏡有鈎銅釧などm止。

遺跡が台地上に広域に拡がることを確認。

平成 3~5 年
;長崎県教委・芦辺・石 橋鉾JIIiJiI域総合整備事業に伴う範間確認調査。災害に伴

i田町教委 う緊急調査。環濠の一部などを発見する υ

| i台地京駅鵬大講を確認し遺跡が大腕模な多重環

平成 5年 1 長田崎町県教教委委・芦辺・石 濠集落であることが判明する O 各種の膨大な資料が出土

する。

平成6年
長崎県教委・芦辺・右ミ(原地区の高台部分で高床建物群を確認。高元地IRで、弥生
田町教委'0k' 時代中期~古墳時代初頭の住居跡13軒，土壌30基などを

確認し， ト骨，獣帯鏡などが出土する O

平成 7年
長崎県教委一・芦辺・右ー 原地区高台部分で弥生時代高床建物群と古墳時代初頭竪

[呂町教釆文 穴住居跡譲2条など確認。大]11地区の墓域調査。調査
i指導委員会で一支閣の王者5と特定される c

遺跡北側と酬の水間部分に弥l:j時代中期哨械が拡

がることを確認する。新たにi象や!日河道なども確認し，

平成8年
長崎県教委ー芦辺・石 ココヤシ製'笛など出土する O 台地西館の八反地区で，船

;出町教委 着きi晶君、と水田畦畔遺構を発晃する。京地亙で譲と竪穴

If主居跡を確認する。原ノ久保地区では墓域を確認し， r今
j行在文鏡などが出土する。

l i遺跡北西部の帥予定地で，弥生時代中期の!日時を確

平成9年 長崎県教委・芦辺密I教委;言乏し，高床建物の床大引材を発見する。池田大原地庄で

濠を確認する。原地区では濠と竪穴住居助、を確認する。

i 不快地区で弥生時代中期の!日河道，弥生時代中期~後期

平成10年
|長崎県教委芦辺町教委の18河道， 5fri~ 時代中期の躍 I 条，削時代後期の撮5

;条，弥生時代や出墳時代の講などを確認し，前漢時代の

i:五鉢銭や二翼識などが出土する O

i不棟八京地亘で弥生時代中期~吉墳時代前期のIBiほ
弥生時代中期~設期のi日河道，弥生時代中期の環濠3条，

平成11年
町教委 弥生時代後期の様 l条，弥生時代Lt期~後期的仁器濯，

:長崎県教委・戸近 古墳時代前期の講などを確認し，貨泉4枚，楽i良系の青

銅製馬車具，板状鉄斧，弥生時代後期~吉墳時代前期の

鉄製金鎚， ト骨などが出土する。

不様-八反地庄で弥生時勺代中期~古墳時代前期のIB海道，

平成12年
i長崎県教委芦辺石|弥作時代中期、後期のi日河道，弥生附巳後期の濠 1条p

田町教委 弥生時代中期~投期の土器j習などを確認する O 大泉五十

などが出土する。

第 1表 これまでぬ躍的辻遺E惑の主な譲査の経緯と或果
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第 2罷 王子成11年産迄の覇査或果による主要遺構配震毘 (118，000)
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因調 査

仁覇査概 要 ( 第3図，第 9関~第15図)

調査区は遺跡の中央に位置する台地下北西部，原の辻遺誌、調査事務所周辺の非農用地に基本的に

北からA区 (50!ぜ， 5mXlOm)， B区 (550m')，C区 (200n1二lOmX20m)D区 (200m")，E立(100

m'， lOmXlOm)， F区 (200m'，10m X 20m) ，合計1‘300m'を設定した。

基本土層は若干の色の違いがあるものの，各区で共通している。

1層i土裾色の現在の水田耕作函である。

2層は近世から近代の水田層と考えられ，黄褐色をしている。

3層ば吉代から中世の水田記で灰褐色である。

D区 .E区に見られる 3腎の下 (D[玄は 2層の下)の黒楊色系の土層は，古式土師器や布留式土器

が出土し，古墳時代前期の水田層と考えられる。この層は概ね!日再選の上にあり，時期決定と遺構検

出の両冨において指擦となる重要な1-:層である。

なお遺物の取り上げ騒f¥[と土屠畏!の関係は次のとおりである。

B区1号濠からの出土遺物止 I層が第15[苛の 1層.2層， n層が第15医iの3層，亜層が第15ffiZlの4

層， IV層が第15[玄!の 5J吾から出土したものであるoC区 1号譲は中層位より下からの出土遺物はなかっ

たため，レベルを溺定して遺物を取りとげたo DlZの1号i白河道上の集石遺構は，百的は明確でない

が人為的に積み上げられたものと考えられ，土窮屈を見ると，第12密の 9a ・9b層と12層の開には

明確な時期の相違が認められる。まず，弥生中期に121膏が形成され，弥生後期に 9a ・9b屠が弥生

中期の12層に重なり合う形で遺構上に堆麓したようである。第15図においては第121苛の 9a . 9 b 層

に相当するのが 1a . 1 b 層であり，第12r~Jの 12層に椙当するのが2 層・ 5 J蚕となる。また集石で東

西に分けられた 1 号IR河道のうち東鰯部分の遺物は IVI警が第12図の 4a~4cJ邑 V層が第12r容の 10

1吾， ¥'1層が第12[交!の13a ~ 13 c賢からの出土である。また集芯西側の遺物はV層が第12醤の 7a . 7 

b層， ¥'1震が11a J吾からの出土である。 Ell2号Imflf道からの出土遺物は I層が第13U認の 4層雫 E替

が第13図の 5層.7層，盟層が第13民の 8a・8b . 9)冨からの出土である。 F区土器j留からの出土

遺物の I 層は第14留の 5a~5p J:鼠豆層は第14留の 6 b ・6f・6g層， illl語は第14留の 7層， IV

層は 8d・8e J吾， V層は 9a~9d}喜， ¥'1屠は10層，珪層は11a・11b層からの出土である。 F!K

l 号 i包河道 I 麗は第12留の 4a~4d 弱から出土したもので古代から古墳特技の遺物が認められたっ

また各調査iま (D区を除く)とも古代jユ降の毘重なる水田造成のため部平をうけており，弥生時代

の遺構も上半部分に損傷をうけている c
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2.遺 構(第4密~第 8図)

(1) IB河選

IB再選は 2条確認した。いずれも現在の轄鉾JIIの支流に担当するものと思われる O

1号IBi可道は， B. C区で西岸部分の落ち込み， D亙で西岸とj可遣の大半を， F区で酉岸とj町立の

一部を確認した。平成10年度の踏着き場付近水路等状況謂査(以下，平成10年度特定調査と記す)(註

で確認した 2号i司河道と，平成11年度の環譲等状況調査(以下，平成1口1年度特定謂査と記す)

認した 1号i侶呂出i河可道に繋がるものである O

今年震の調査では， D区において最大幅約17m，最深部約 1m，長さ約20mを確認した。高から北

方向に流れて本流に合流したものと考えられる G 時需的制約もあり完掘はしていない。 海道内では，

河道中央よりやや東儒に人為的に形成された集石遺講と，時期の異なる 2条の流路を確認した。平成

11年震特定調査において河道内は，時期の異なる流路が複雑に切り合っている状況を薙認していた。

今回集石遺講の東側で弥生後期前半の流蕗，西髄で古填時代詩期の流路を確認したが，それ以外でも

掘かな流路が存在する可詮性が高い。出土土器は，弥生中期後半の須玖E式~古墳時代前期初頭まで

の様棋をもち，河道内の複雑な撹乱を示す。土器を採り上げた際作成したドットマップにより詳細な

時期別の流路のゾーニングを行うことが今後の課題となる。また，集石遺構の西側から河道西岸にか

けての部分は，弥生後期~古墳時代前期にかけて水田にするため埋め立てられたと考えられる O しか

し，埋め立てから時を隔てず古墳時代前期の流路によって切り込まれたと推測される。 F匿において

も今田完掘する事は時開的制約がありできなかったが， I建接する平成立年震特定調査EIRではこの再

選が大別 3層に分かれ多上層が古墳時代~古代の層，中窟が弥生後期~古墳時代前期の層，下層が弥

生中期~弥生後期となることを確認している O 今回はこの上層まで調査した。この地区は，台地と機

高地に挟まれた狭い場所である C 河道はこの狭い場所では琉路を重窟的に重ね，北にi向かつて開けて

くると平酉的にi走路が展開する状況であったと考えられる。

2号!日j可道は， E[互において北岸と河床の一部を確認した。平成立年震特定調査E区で確認した 3

号!日可道にあたる o れの方向は確認できていないが，平成11年度特定調査E[互東部より南舗の地域

で， 1号!日iriJ道から分岐，または合流すると考えられる。平成11年度特定調査では 2号!日河道の北岸は，

今回のEIRでは東南端に一部検出するものと考えられたが，今屈の調査により，北岸iまさらに北に拡

がることを確認した。弥生中期初頭~弥生後期中葉の資料が出土したO

(2) 譲(第15函)

濠は 1条検出し， B区と C区で確認した(1号濠)。平成10年度特定調査El豆で検出した 6号濠，

平成11年度特定調査B亘で確認した 4号濠に繋がるものである。弥生後期に掘られ，古墳時代前期に

埋没したと考えられる o B区において最大幅約4.5m，最深部約L2mを部り，長さ約16mを確認した。

CIRでは長さ約3.5mを確認した。また，平成10年度特定調査EIRからはじまるこの譲が， C区で』二

-8-
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6.2m 

一一一一一一一斗一一一一一一一一________ J-______  -， 

~こご一一一引 J メヱ工二二L ←二三二二二土二ここごごラヱニご=.. 'l3a 
3a¥長二与二二二土一一一一←アー一一 / __  -3b 
3t¥../  ( / 

踏きょ o 
p 

ト

A区西嬰土層

3b 

、
6 

1 明褐色土層
2 灰黄色土層

3a黒絞が強い灰色土層
3b淡灰黄色土震

64m 

----J一一一一一一一一一一一

一一一一一一一一一一一一一 64m_

。
8区東星重土層

1 務黄褐色土j審 (10YR6/6)
2a灰褐色土震 (7.5YR4/2)(8区高整助と碍じ)

2b褐灰色土層 (75YR4/1)(8区南壁2cとi弓じ)

5m 
「一一一一一一ー一一斗

3 a Iこぶし1若手掲色粘質こた震 (5YR5/3)(8区南援3aと跨じ)

3b褐色総資土層 (7.5YR4/3)(8区南皇室3bと向じ)
4 褐灰色結質土層 (5YR4/1)(8区南壁4aと向じ)
5 にぶい褐色粘質土層 (7.5YR5/4)
5 褐灰色結実土震 (10YR4/1)
7 籍灰黄色給糞土層 (2.5Y5/2)
s 灰オリーブ色結震土震 (5Y5/3)
§ にぶい葉褐色事占質土審 (10YR5/4)

第 9図 A区西皇室・ 8区東壁土層毘 (1/60)
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1号濃

64m 

o 5m 
い叩…一一一一-，一一一…一一一一…「 …一一…十日 一一一一一一ぃ一一一一一一一一一1

1 からよは客二t
1 日月賛掲色ニt腐 (10YR6/6)
2aオリーブ褐色ニtl欝 (2.5Y4/4)
2b灰褐色土産喜 (7.5YR4/2)
2c褐灰色ニt層 (7.5YR4/1)
3aにぶい赤褐色粘貿土j欝 (5YR5/3)
3b褐色粘霊童土層 (7.5YR4/3)
3 c ，こぶい黄褐色粘E壁土腐 (10YR5/3)
3d明褐色粘質土j欝 (7.5YR5/6)
4a褐灰色粘質ごとj欝 (5YR4/1)
4bにぶい賛褐色粘質ごとj欝 (10YR5/4)
4c繍灰色粘質土j審 (5YR5/1)
4d磁褐色粘質ニヒj議 (10YR3/3)
4 e褐灰色粘質土産喜 (5YR4 /1) 
4 f灰掲色粘質土麗 (5YR4/2)
4gにぶい褐色粘策士:J留 (7.5YR5/3)
4hにぷい矯色粘塁壁土j欝 (7.5YR5/4)

第10図 8区南壁土居間 (1/60)

6.4m 

5a灰賛褐色粘質ニtJ欝 (10YR4/2)
5b褐灰色粘塁壁土腐 (10YR4/1)
5c褐灰色粘質ニ1:1欝 (7.5YR4/1)
5d黒褐色粕鎖ニl:J欝 (2.5Y3/1)
5 e j費灰色粘量壁土j議 (2.5YR4/1)
6 炭化物騒
7a灰策褐色粘貿土j欝 (10Y円5/2)
7b資灰褐色粘資本j寝 (2.5YR5/1)
7む賛灰褐色粘質ニ1:1欝(炭化物合) (2.5Y5/1) 
7 d a音灰賛褐色粕察ことj欝 (2.5Y4/2)
7e灰オリーブ色粕質ニl:J¥1雪 (5Y4/2)
8a灰掲色粘策ニ七!欝 (7.5YR4/2)
8b ，こぶい褐色粘号室ことj欝 (7.5YR5/3)
8cにぶい褐色粕篤二I:J欝 (7.5YR5/4)
8d資掲色粘塁壁土腐 (10YR5/6)
9 E定褐色粘質土j議 (7.5YR4/2)
10 灰褐色粘質ニ1:1議(炭化物含) (7.5YR4/2) 
11 にぷい褐色粘質土j欝 (7.5YR5/4)



1号濠

sArn 

]
5
1
1
 

九 一一一一一一一一…」ι…一一一一一一一一一
ごごごここ工:二二J← 一日 一一一一一一一山… ω ーー一一一一一一…一一一一一一一一一古 一一

2 

二二二玄三二二-...--二一一一一一一一一二一一一一一一一-
12 

o 5m 
トー一昨 ω…一一一「一一 T 一一一一ー ~一一…一一一一一一一一一一一一一斗

1よりよは客二t
J!聖褐色土見書 (10YR5/6)

2 にぶい策褐@，土j欝 (10YR4/3)
3a褐灰色粘質ニI:!欝 (5YR4/1)
3b繍灰色粘霊童土踏 (7.5Y汽4/1)
3c褐灰色粘媛ニf:.!欝 (5YR5/1)
4a灰策褐色粘質ニ仁j欝 (10YR4/2)
4b褐灰色粘質ニ1:1欝 (10YR4/1) 
4c崎爽褐色粘銭こI:!欝 (25Y4/2)
4d策褐色粕2壁土腐 (2.5YR4/1)
5a炭化物i.筏黒褐色粘量壁土産事 (10YR3 /1) 
5b炭化物浪路褐色粘質土j欝 (10YR3/3)
5c炭化物混黒褐色粕貿土j欝 (10Y汽5/4)(2.5 Y 3/2) 
5d炭化物混隙オリーブ色粕質土j欝 (5YR4/4) 

6a褐灰色粘質土j欝 (7.5YR4/1)
6b灰褐色粘霊堂土!欝 (7.5YR4/2)
6c灰褐色粕資ことj霞 (5YR4/2)
7 褐色粕号壁土産雪 (7.5YR4/4)
8a灰オリーブ色腐食土層 (5Y4/2)
8b灰色腐食ニヒ麟 (5Y4/1)
9 tこぶい策褐色粘質土j欝 (10YR4/3)
10 褐灰色粘質土j欝 (5YR5/1)
11 オリーブ黒色粘質土層 (5Y3/2)
12 tこぶい黄色土j議 (10YR5/3)

第11国 C区北壁土層屈(1/60)



自企良一

一一一一一一一---'L一一一一一一一一一一一一一一一一}…J 一一

こぶい策褐色土l簿 (Hue10YR5/3)
2 にぶい望者褐色土}護れき混 (Hue1OYR5/4) 
3品長黒褐色土j習 (Hue5YR3/1) 
3 b a音赤褐色土j濠 (Hue5YR3/2)
3c Jik.資掲色土産事 (Hue10YR4/2)
3d灰褐色土産事(トiue7.5YR4/2)
3e灰褐をち二七腐 (Hue5YR4/2) 
31 褐灰俊二上j欝 (Hue10YR4/1) 
3g ，こぶい赤褐色ことj欝 (Hue5YR4/4)
3h褐灰色土f議 (Hu日5YR4/1)
4 a a音灰黄色粘E書士騒 (Hue2.5Y 4/2) 
4bにぶい策褐色粘霊童ニ七扇 (Hue1OYR5/ 4) 
4c灰賛織を主粕聖書土産事例ue10YR4/2)
5 a E正褐色粕室電土腐 (Hue5YR4/2)
5b褐灰粘質土層 (Hue10Yf司4/1)
5む褐灰粘質ニヒj欝 (Hue7.5YR4/1) 
5d策灰色紗銭土j欝(砂手Ijj箆) (Hue 2.5 Y 4/1) 
5eにぶい望者褐色粕質土産車 (Hu告10YR5/4)
6 にぶい褐色粘霊童ごとj響 (Hue7.5YR5/4)
7a灰色粘豊壁土層 (Hue5YR4/1) 
7b灰オリーブ色粕質ニ1:1欝 (Hue5YR4/2)
8 j電灰褐色粘質ごとj議(ト~ue2.5Y4/1)
9a E疋褐色粕畿二t鰻 (Hue7.5YR4/2)
9 b a音灰蓄電褐色粘質土j習 (Hue2.5Y 4/2) 
10 j電灰色粕質土!欝 (Hue2.5Y 5/1) 
11 a灰オリーブES粘質土j欝(腐植ニb箆) (Hue5YR4/2) 
11b E正オリーブ色粘量壁土j欝 (Hue5YR4/2)
12 にぶい策繍色粘資::J::I欝 (Hue10YR4/3)
13a灰オリーブ色紗質土j欝 (Hue7.5YR4/2)
13b灰オリーブ色粕重要土j欝 (Hue5Y4/2)
13c階オリーブ色粘量壁土j欝 (Hue7，5Y 4/3) 
14 望者掲色機騒(河底) (Hue10YR5/8) 
15 日音灰黄色砂質土j議(砂手Ijj箆) (Hue2，5 Y 4/2) 
16 地山(務幾・上童話簿く紗)

N

。ll

o 5m 
ト一時 刊十一一一…←一一 一一一一一γ …手町一一一一一「一一一一一一--1

第12悶 D臨南濃土層臨 (1/60)



N 
ト叫

東 磁 土 j欝 9 

南皇まこと溜

~健二t
2 資掲色土j醤

3 賂灰色ニ1:)1(風化小磯粒混入司やや闘い粘土)
4 ~思色土j護(鉄分小粒が多く混入)
5 踏灰白色土j欝(きめの細かい粘土)
6 明赤灰罪悪色ゴこj醤
7 灰白色土腐(きめのやや細かい粘土)
8a踏灰青色土j欝(粘土がやや闘い)
8b灰繁色土層 (7a)欝よりやや茶色昧を帯びる)
9 爆資灰色土産審 (7a溺よりやや紡績が強い)
10 ，こぶい機色ニ1:1欝
11 Ek赤色ゴこj欝(闘い粘土層)

o ~ 
一一一一…ー勾ーープアー「 η ……………一一一ァ一一一一一一一~-.l 一一斗

第13間 医区東盤・南援l土層圏 (1/60)



6c 6d 6e 

1 表ニt
2a茶掲色ニ仁腐(表土2騒が混る)
2 a'赤灰色土j翠
2b明灰色粘事壁土j欝
3 a脅灰色粕質土蔵
4 a ~患灰色土j蟹
4b淡窯灰色土腐
4c淡緊茶色土産費
4 d )農芸黒色土腐(機混り)
5 a B音灰色粘霊童土j議
5 b i農灰色紡質ことj欝
5c淡灰色ニt腐
5d明策色ニI:J欝(フドの根)
5e暗雲電灰色ニI:J欝(土の粒子が籾い)
5f 時灰色土j替
5g暗雲責灰色土!審(若干炭混入)

13 

5h淡灰黄色土腐
5i 淡賛灰色ニI:J欝
5j 策灰色土!欝(炭化物有)
5k灰白粘質二七勝
51 灰黄色ニt腐
5m黄色砂質ごとj蕩(炭化物混り)
5n隠灰色ニ1:1欝(炭化物混り)
50 B音灰黄色ニ上j欝
5p累茶灰色土産喜
5q灰紫色粘重壁土層
6 a a音灰白色二1:1欝
6b階灰色土j議

6c明灰色土麗
6d明灰白色ことj霞

6 e i農灰色土j欝
6f 暗灰言電色土}欝

第14図 F区南盤土麗臨(1/60)

8c 8b 9a 5d 

o 5m 
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A 号濠 B 
5.8m 

1 a ，こぶい褐色二七震 (Hue7.5YR5/3)
1 b灰褐色土震 (Hue7.5YR4/2)
2a灰褐色土層 (Hue5YFミ4/2)
2b褐色土屋 (Hue7.5YR4/3)
2cにぶい赤褐色土層 (Hue5YR4/3)
2d灰黄褐色土層 (Hue10YR4/2)
2eにぶい黄褐色土層 (Huel0YR4/3)
2f 塁審褐色土震 (Hue10YR3/3)
2g ，こぶし、糞褐色土震 (Hue10YR5/3)
2hにぶい黄褐色土層 (Hue10YR5/4)
2i 褐色土震 (Hue1075YR4/4)
3a炭化物混灰褐色結震土層 (Hue7.5YR5/2) 
3a'灰褐色粘質土薦 (Hue7.5YR5/2) 
3b 穏j灰黄色結護士震 (Hue2.5Y 5/2) 

。 2πヲ

与ニニニーーニニ

4a葉灰色粘震土産喜 (Hue2.5Y 5/1) 
4b糞灰色結質土層(村田2.5Y4/1)
4c炭化物産喜

4 d a音黄色褐色粘質土層 (Hue2.5Y4/2) 
5a木の葉枝混黄灰色粘質土震 (Hue2.5Y 5/1) 
5b木の葉枝混灰糞褐色粘震土震 (Hue2.5Y 6/2) 
5c木の葉枝混灰色粘質土層 (Hue5Y5/1)
5d *の薬枝混灰オリーブ色結質土層 (Hue5Y5/2)
5e木の葉枝j毘灰オリーブ色給資土屡 (Hue5Y5/3)
6 a a音オリーブ色粕質土層(付ue5Y4/4)
6b靖オリーフ色粘質土産 (Hue5Y4/3)
7 灰オリーブ色紗震土震 (Hue5Y4/2)

c 号 j蕎 D
5.6m 

1累灰色土層

2灰黒灰色土層

E 

G 

2 号 潜

集石遺構

ー-0一一

1 a 

3赤色鉄分混入璃灰色土震
4騒灰色粘質土層
5灰黄色土層

s淡灰色土震

F 

56m 

ト4
5.4m 

O 

灰黄褐色土震 (Huel0YR4/2)
@糞褐色土j警 (Hue10YR5/6)炭化物入り
③褐灰色土震 (Hue10YR4/1)炭入り
@，こぶい黄褐色土層 (Hue10YR4/3)
⑤ iこぶい黄褐色土震 (Hue1OYR5/4) 

1m 

ニニヰ

1 a灰褐色粘質土憲 (Hue7.5YR4/2)
(0区南霊童8aとi司じ〉

1 b搭灰黄褐色結質土産雪山ue2.5YR4/2)
伯区南援助と同じ)

2 糞掲色結質土層 (Hue2.5YR5/3)
3 灰黄褐色結質土麗 (Huel0YR4/2)
ヰ 灰オリーブ色結質土層 (Hue5Y4/2)
5 にぶい黄褐色結質土層 (Huel0YR4/3)

(0区南壁11と同じ)

6 黄褐色悪華麗 (Hue10YR5/8) 汚底)

7 :h遠山(岩盤・上面lこ簿く砂)

2m 
ト一一一一一一一一一一一

第15冨譲・溝・集石遺構土麗密 (1/20，1140) 
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了て￥コヤ雪主与ゴ

1炭化物混灰糞褐色土層 (Hue10YR4/2)
2炭化物混賭灰糞褐色土震 (Hue10YR5/2)
3 ，こぶい糞褐色土層 (Hue1OYR5/4) 

5号土壌
(鱗部分は炭化物)

56η1 

-ー一一-ザ守トーマ一一ー一一一.. 
r 

2 

-一一3 

1灰糞褐色土層 (Hue10YR5/2)
2炭化物混褐灰色土j奮 (Hue10YR5/1)
3炭化物混5定案褐色土建 (Hue10YR4/2)

定三三云三ヨグ
1穏灰糞褐色土麗 (Hue10YR6/2)
2灰糞褐色土窟 (Hue10YR5/2)
3炭化物混賠褐色土層 (Hue10YR3/3)
4炭化物混累揚色土震 (Hue10YR3/2)
5 にぶい黒褐色土層 (Hue1OYR5/4) 

?炭化物混褐灰色土産雪 (Hue1OYR5/ 1) 
2炭化物混灰黄褐色土震 (Hue10YR5/2)
3炭化物混Lこぶい糞褐色土震(村山10YR5/3)
4炭化物混iこぶい糞鐙色土層 (Hue10YR6/4)
5 (こぶい黄褐色土麗(封切10YR5/4)

ー~』
ハU

二ζ孟孟

2m 
孟孟二ニニ二二二孟

第17罷 1号・ 3号・ 4号・ 5号土壌実滞留・土層罷 (1130)

~25~ 



¥¥ξ 

十~ D¥ 

f )艶~
v む~

5号土壌(網部分は炭化物)

同 三J

℃ヲ
1灰黄褐色土震 (Hue10YR6/2)
2炭化物混緒褐色二七麿 (Hue10YR3/3)
3炭化物混窯褐色土層 (Hue10YR3/2)
4 Iこぷい糞褐色二七窟例措10YR5/4)

1 Iこぶい黄櫨色土層 (Hue1OYR5/4) 
2 にぶい黄褐色土震 (Hue10YR4/3)
3炭化物混にぶい糞積色土震(行ue10YR7/4)
4炭化物混灰糞褐色土震 (Hue10YR6/2)
5 にぶい黄褐色土産 (Hue10YR5/4)

2m 
孟孟孟孟ニヰ二二

n
u
{
?
"
 

2号・ 6号土境実灘留・土麗函(1/30)
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まることも確認した。 遺罫北西部の按高地においては，平成10年度特定調査により弥生後期の濠が5

条薙認されている。内4条はその時の調査註からはじまり，または議査区内におさまるものであった。

すべてが互いに交わることなく独立したものである。この徴高地が北読方面から中央の台地に至る

勝の入り口として妨翻的に重要な場所にあたり，これら濠群は「虎口J的な機能を担っていたと考え

られる。さらには農業用水等に利用するために扇舟水や，最下部が切り込んでいる縄文時代の泥炭質層

からの湧本をためたものと考えられる。

(3) 溝(第15函・第16国)

i奪i土2条検出した。 1号議はA で挨出した。 Aa互中央のやや西から北東に向かつて走る o A匿の

東舗の韓護地{立平成10年度特定調査B区であるが，この辺りで溝は確認しておらず¥土墳の吉5と考

えていたものに繋がって止まる。何らかの区画詩的役割をもつものと考えられる。最大幅約1.7m， 

深さ約20cmを測り，約 8mを確認した。弥生中期後半の須玖E式を主体とする資料が出土したが，出

土土器の内丹塗土器の占める割合が高かったっ

2号講はB豆で接出した。平成10年震特定調査Br><:'D区で薙語、した 5号溝に繋がるものである O

今年度の思庫補助事業範間確認調査 I区でも確認している。最大幅約1.8m，深さ約20cmを瀦り，約

3mを確認した。生活・農業用の用排水路と考えられる。弥生前期末の板付IIb式~弥生中期初頭の

域ノ越式を主体とする資料が出土した。

(4) 土護(第17図・第18関)

今回の調査地包においては多数の土壌を確認した。ここでは実灘間を掲載したもの{こ眠って報告す

る。いずれも B豆から検出したもので，弥生中期後半の須玖豆式土器を出土土器の主体とする。

1号土墳は，長径約1.7m，恕在約0.9m，深さ約20cmで、ある。 2号土壌は，長径約3.2m，短径約

1.2m，深さ約20cmである。 3号土墳は，長径約1.2m，短密約1.1m，深さ約15cmである。 4号土壌

は，長径約1.4m，短径約0.6m，深さ約25cmで、ある o 5号土墳は，長径約3.0m，短径約1.4m，i菜さ

約35cmで、ある。 6号士壊は，長径約4.1m，短径約0.9m，深さ約45cmである。

(5) 土器溜

F区の 1号IRi可道西空mにある微高地縁の 1号!日iiiJ道にfoJかう{頃斜地で確認した。平成11年度特定

調査E区vご確認したものに繋がるものである O 今回の調査では完掘しなかったが， 1 ~ vlI層にわたっ

て出土遺物を寂り上げた。その結果 1~百層がそれぞれ弦;!:È..1:1期~弥生後期の資料を包含している

ことが判明したc これは，この土器濯が時間的推移のもとで形成された」次的なものではなく，別に

形成されていた A次的なものが数度にわたり崩されて層位をなした二次的なものであることを示して

いると考えられる。しかしながら今田この土器語を講査した中での最下震にあたるVlI層の出土土器は，

弥生中期諒葉~弥生中期後半の資料である。 1~vl層に比べると吉い段階でのまとまりがある。
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第問題 1号!日河選集石遺構実灘盟(1/40)
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ー一品一

9

j 厚さ(1i毘1

桑;さ

60~ l 

50.0~59. 91 9 
40.0~49. 91 21 
30.0~39. 91 19 
20.0 、29.9 ひ

事長(悠)

2重さ号1]1変数分布

80.0 

80‘O 

20.0 

60.0 

60.0 

40.0 
長さ (mm)

40.0 
長さ (mm)

長さ・車防相関

20.0 

40.0 

35.0 

30.0 

~ 25.0 
ε 
ε20β 

饗 15.0

10.0 

5.0 

0.0 
O胃。

10.0 

0.0 
0.0 

70‘。
60‘。
50.0 

I云 40.0

議30.0

20.0 

Nol 長さ {間部) 幅 I厚さ j重さ (g)

l 43.3 i 33.8 25晶 1 52.4 
2 39.91 27.5 26.7 40.9 
3 ! 37.0 ; 24.0 60.5 
4 生2.8! 主仁 21

15.6 
5 39.0 ' 21.2 42.6 

6 47.71 24.1 i 48.8 
7 37.9 30.3 i 18.-1 35.6 
8 42.6 i 35.2 ! 25.01 52.9 

三; 37.1 34.9 ! 23.6 ! 48.5 
61.1 I 30.4 ! 20.4 57.2 

11 35. 7 30.6 26.4 34.1 
12 43.1 32.8 22.1 i 46.4 

13 52.9 27.4 19.0 41. 9 
14 42.4 27.5 21. 6 I 36.5 

15 15.2 26.0 ! 20.7; 35.4 

16 39.9 27.7， 28.9 
17 41. 9 22.9十 23.5 i 28.9 
18 43.91 21. 8 19.5 30.8 
19 47‘6 31. 8 i 17.8 40.8 

40.2 i 20 31. 9 20.1 37.5 
21 42.9 I 30.3 25.0 43.3 

22 i 36.5 i 29.1 i 33.6 
23十 41.0 27.5 ! 21. 2 39.5 

31.4 I 23.5 24 35.8 i 36.1 

25 I 47.8 25.8 ! 26.91 49.0 

26 41. 7 i 31.4 : 21. 0 42.3 

27 37. 34.0 26.2 15.3 
28 40.9 35.7 24.91 53.2 

29 I 35.4 29.6 25.9 36.6 

11330 1j 1 43.6 30.7 26.3 j 49.4 
34.5 28.7 . 21. 3 ! 33.4 

32 ! 35. 7 31.6 20.3 34.7 

33 : 37.9' 26.3 17.3 28.4 

34 I 38.0 i 34.1 22.2 42.9 
35 i 39.2 ! 24.7 21. 5 29.4 
37 i 49.8 i 31.6 23.4 53.2 

381 48.8 ! 29.'1 ! 23.71 53.0 

39 41.4 I 35. 27.51 56.0 
40 38.2 31.3 I 18.7 34.1 

41 i 43.4 i ;レ l
40.9 

42 39‘8 24.7 41. 9 
43 ! 38.2 I 19.9 28.5 
44 i 56.8 27.8 i 20.8 46.1 
45 i 38.4 i 32.91 37.8 

46 ! 38.1 I 33.1 33.21 56.5 
47 I 39.6 i 29.2 20. 7 35.1 

48 i 32.8 30.3 23.2 32.1 

459 0 
40.3 28.6 ! 22.6 38.5 

33.3 i 28.51 24.9 33.0 
51 50.0 I 31. 6 26.5 58.3 
52 47.'1 28.5 23.3 48.'1 
53 42.4 • 25.2 18.2 31. 6 

54 43.11 27.9 i 21. 7 i 41. 2 

55 I 40.2 35.6 I 26.51 45.9 

※N036 (土破強しているため部除

錨開設1定f痘
長さ・撃さ相努

Pit1内出土小磯分析
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部においては+次的な姿を留めている可能性もあるが，詳細については今後の検討課題である O また，

平成lle平震の調査においてこの土器搭からは， 3校もの貨泉(内 l枚は査内に納められる)や楽浪系

の馬車具， ト骨等が出土しているため，近くに祭接的な施設の存在が考えられたが，土器溜西舗の地

山は後告の削乎をうけ遺構の薙認はできなかった。

(6) 集石遺構(第15国・第四国)

D区1号i石河道内で，人為的に石が集められた遺講を薙認した。石の大半が角の取れた人頭大の丹

擦である。現地指導をうけた鎌田泰彦氏によると，壱岐島内の河川はどれも短く，しかも地形の関係

で急流がないのでこのような諜が形成される可龍牲は低い。どこかの海岸からもってきたものと考え

られる c また，諜のなかには明らかに壱岐島外のものである花満岩系のものも 3点確認したので，こ

れらは北部九州から朝鮮半島まで含めた範聞の場所からもちこまれたものと考えられる。詳細な岩石

による産地の特定が待たれる。集石内からの出土遺物から弥生中期後半の遺講と考えられるが，

集石の呂的については不明である。なお，遺講の甫西部分は弥生後期の堆積層に覆われる。

(7) その強{第2表)

B[Rの{まぼ中央 1号j衰の西岸付近で橋大の小pj礁を集めた Pitを確認した (Pit1 ) c 遺構高体は

破壊をうけてわずかに残る底部以外は形を留めていない。確認 Lた擦は551~ にのぼる。長さ32. 8~61. 1 

mm，幅15.7~37.0mm，厚さ 16. 0~33. 2mm，重さ 14.8~60. 5gである。表も示しているように重さのば

らつきは大きいが，大きさはある程度まとまっている傾向にある。投弾用として集められた可能性が

考えられる。時期については，それを示す遺物が確認できなかったのではっきりしたことは判らない

が， I冨位的にみて弥生中期~後期のものと考えられる。

また， B区を中心iこ多くの柱穴状小穴を確認した。これまでの調査からも B区とその馬辺地区は，

石器工房等を併設する弥生前期末~中期末にかけての居住域とみられ，これらの小穴は諮易な掘立柱

建物の柱穴と考えられるοj可道に屈まれた f輪中j的立地により竪穴住民}苦は密難だ、ったと考えられる

からである。また，河道を挟んで隣接する北西側の微高地には，同じ持期に朝鮮半島系の人々の集住

域と考えられる場所があり t以，南西にはやはり海道を挟んで弥生中期の斡善き場があるため，この

地区に建てられた多くの龍易な掘立柱建物では，渡来した人々との民需レベルでの交捗・交易が行わ

れた可能性も考えられる。この地区からは，前漢時代の五鉢銭と三翼鍛，朝鮮系紫文土器，楽浪系土

器等の大i陸や朝鮮半島からもたらされた遺物が数多く出土している。

1 長崎県教育委員会1999r原の辻遺勝1I京の辻遺跡調査事務所調査報告書第16集 参照

2 

3 

会2000if原の辻遺跡j原の辻遺跡調査事務所講査報告書第四集 参際

会1998r毘の辻遺跡j原の辻遺跡調査事務所調査報告書第9集 参照
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3.遺物

今回の調査では，コンテナ209箱分77，826点の遺物が出土したc その数量的な内訳は，土器.ji句読

器76.190点，石器，石製品1，219点，金麗製品 3/会木製品 2点，骨角製品 1点，装鋳品 3点である。

出土遺物の大半を占める土器・陶磁器から説明を行う。

(1) 土器・簡磁器

①D区1号IBi可道V層出土-上器(第20国・第21図)

1~8 は逆L 字形および勤先彰口縁の歪である o 3 ~ 8は続上半に新語三角形の突帯をもっc 7は

外語にハケメ調整を行う。色調は 1が樫色， 2がにぶい赤掲色 3・5がにぶい褐色，4が褐色，6が明

掲灰色 7・8がにぶい糧色である C 結土;こiましミずれも石英・長石・金雲母を含む。須玖 I式吉段階

~須玖E式の資料である o 9 ~13は壷である。 9 が錨先形口縁の衰， 11が丹設の袋状rl縁長頚壷， 12

が寵合[]縁の長頚壷， 13が「く j字形に外反する口縁の丹塗蕪頚査である o 10と121え頚踊界に断面

三角形の突帝をつけ，内外面にハケメ調整を行う。 11は外面には頚部にタテミガキ，口縁部にヨコミ

ガキを施し，内面にしぼり痕がみられる。 13は口縁上方に 2髄ずつ対の焼成前の穿干しがみられ，タト頭

にヨコミガキを施すっ色調は 9がにぶい黄糧生， 10が灰黄揚色， 11が沃白色， 12が明揚灰色， 13が糧

色である。胎土には 9・11・12・13が石英・長石・金雲母を含み， 10が石英・長・金雲母 a 角関石

を含む。 9・11・13が須玖立式， 10・12が弥生後期前半の資科であろうか。 14・15は丹設の蓑で，小

さな孔が21圏ずつ対にみられ，天井部には放射状にミガキが;施されている。誌のような紫頚査に{吏わ

れたものであろう o 14が灰白色， 15が援色の色調で，話土にはともに石英・長石ー金雲母を含む。 16

は椀形の丹塗鉢であるっ外面はヨコミガキされる。色調詰明赤構色で 飴土に石英・長石・金雲母を

含む。いずれも弥生中期後半の須玖立式の資料である。 17~19は丹塗の高杯で、ある。 17は鋤先形口縁

をもっo 18・19は口縁部を欠く。 17は柄上半に断面三角形の突苦をもっo 18は1不部外面にヨコミガキ，

勝部外屈にタテミガキ， 19~立関部のみだが外面にタテミガキを撞 L，内面にはしぼり痕がみられる c

色調は17・18がにぶい黄惹色， 19が灰i当急である。給土はいずれも石英・長石・金雲母を含む。いず

れも弥生中期後半の須玖E式の資料で、あろう。

以上， D区 1号187可道V層出ごと土器は，弥生中期前葉の須玖 I式古段階~弥生後期前半までの様相

をもつが，弥生後期前半の流路である可能'1笠を示すものであろう。

ヨ)D区I号!日河道官憲出土土器{第22冨)

1~3 は鑓先形口縁の歪である o 1・3は鶴上半に断恵三角形の突帯をもち，外面はハケメをナデ

泊している。いずれも邑謂はにぷい覆色，給二七には石英・長石・金雲母を含み，須玖E式の資料であ

る。 4は跳ね上げ日縁の斐で、ある。外面にハケメ調整を行う。にぶい楼色の色調でー胎土には石英・

長石・金雲母を含む。福岡平野以東の土器で、ある J 5 ~ 7(ま「く j字形口縁の在地系翠である。いず

れも外面に 5・7は内面にもハケメ を行う。色調は 5が灰褐色 6がにぶい謁色，7が褐灰色で
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第20図 D区 1号i白河遵V露出土土器①(1/4)
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ある。胎土にはいずれも石英・長石・金雲母を含む。吉墳時代前期初頭の資料であろう。¥t1震でも最

上部から出土したっ創立大きく開く口縁部の内面に突起を有する査で，口縁端部におiみ告を施し，頚

腕界に断面三角形の実帯をつける。 9(土宗主合口縁の査で，霊長;顕界と頚部に断語台形の突帯をつける。

ともに内外面にはハケメ調整を行い，胎土には石英・長石・金雲母を含む。 8は明褐灰色 9はにぶ

い黄楼色の色調をもっO いずれも弥生後期後半の資料であろう。 10は高坪の脚部である。外面にタテ

ミガキを詰し，内部にはしぼり痕とハケメがみられるc 急調はにぷい桂邑で，日台土に石英・長石・金

雲母を含む。弥生後期前半の資料である。

以上， DIK 1号旧河道官層出土土器は，弥生中期後半の蟹玖E式~古墳時代前期初頭までの様相を

もち，河道内の複雑な費乱を示す。今後は採りょげドットマップにより時期間の流路のゾーニングが

課題となる。

③E包2号!日i可道出土土器(第23図)

1~3 は額面三角彰の口縁， 4 ~ 7'ま逆L字形および、錫先形口縁の警である。 3・4・6・7は駒

上半に断面三角形の突菅をもっo 3 I土口緑、端部に刻み呂を施す。 2・4・5は外面にハウメ調整を行

う。色謂は 1がにぶい謁色， 2が灰赤色， 3・7がにぶい黄褐色 4が褐灰色;)がにぶい樫色，6が

灰葉縄色である。胎土は 6が石英・長石，それ以外i土石英・長石・金雲母を含む。 1~- 3は域ノ越式， 4

~'7 は須玖 I 式~須玖 E式の資料である。 8 は[く J 字形口縁の歪である。外揺はハケメをナデ出し

ている。色調は灰黄掲色で，給土には石英，長石・金雲母・角関石を含む。弥生議期中葉の資料であ

ろう。 9・10は袋状口縁の丹塗長頚査であるが， 10は患化をうけ丹が残っていない。 9は頚部;こM字

突帯をめぐらし，離に紹い暗文を施す。内面では頚部にしぼり痕がみられる。 10は口縁下に断面三角

形の突帯をもち，頚部内面にしぼり痕がみられる。色調は 9がにぶい謁色， 10が淡い鐙色である。胎

土には石英・長石・金雲母を含む。須玖豆式の資料である。 11は錨先形口縁の査であるつロ縁端部に

刻み目を施す。須玖 I式古段階の資料で、ある。

以上， E区2号18河道出土土器辻，弥生中期初頭の域ノ越式~弥生後期中葉の資料で、ある O

圭:BIK 1号法出土土器(第24関)

1は朝顔形に開く広口査である。にぶい糧色の色調で，給jニには石英・長石・金雲母を含む。須玖

E式の資料であろう o 2 は鋤先~口縁の査である C 口縁上富に円形浮丈を張り付けている。色調は灰

自色で，胎土;こは石英・長石・金雲母を含む。北部九1'1'1東部系の資料である。 3は「く j字形口縁の

翠である。内外国にハケメ調整を任う O 灰黄褐色の色調で，胎土には石英・長石・赤色砂を含む。弥

生後期後半の資料であろう。濠!まから出土した。 4は布留式翠である。色調は灰白色で，結土に石英・

金雲母を含む。lV層から出土した。梅田康雄氏編年初の IIb式に相当する資料であろう。

以と， Bl豆1号濠出土土器は，弥生中期後半のを頁玖E式~弥生後期後半の資料であるが，その出土

状況から濠は弥生後期に揺られ，古士費時代議患には機能を失って埋没していったと考えられる O

ClKl号濠出土土器(第24関・第25図)

5・6・9は口縁が逆L字形に折れるが，口縁下方が巻き込むような処理をしてあり，朝鮮半島
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系の援燕丈こと器の系譜をひく警の可能性がある o5は外面にハケメ調整を行う。色調は 5が沃黄色 6

がにぶい褐~， 9が灰黄掲色である O 話土;ま 5が石英・長石・金雲母， 6が石英・長石・金雲母・赤

邑砂 9が石英・長石を含む。れま括部三角形の口縁の斐である c ij再上半に断面三角形の突帝をもっ。

にぶい褐色の色調で， ij台土には石英・長石を含む。域ノ越式の資料である。 8~ま逆 L字形口縁の斐で

ある。色調は灰褐色で，胎土には石英・長石・金雲母を含む。須玖 I式の資料である。 10は[く j

71三口縁の警である。タトー爵にハケメ調整を行う。程色の色調で，胎土は石英・長石・金雲母を含む。弥

生後期前半の資料であろう。 11は袋状口F縁の丹塗長頚牽である。頚部に班字突帯をめぐらし，口縁下

方に暗丈が残る 3 色調;土器色で，胎土には石英・長石を含む。 12は丹塗の高j不の関部である O 内面に

しぼり痕がみられる。波い黄控色の色調で，胎土には石英，長石・金雲母を含む。 13は器台である。

色調はにぶい撞色で，胎土には石英・長石・金雲母を含む。 14は朝鮮系無丈土器査であるつ丸い粘土

紐口縁の斐で，一部指で抑えた痕跨がつく O 外面jは平滑に仕上げ，内富は績f立にナデ仕上ーげしているつ

にぶい揚色の告調で，飴土には石英を含む。 15は同じく無文土器の牛角把手付牽の把手で、ある。邑認

はにぷい薫覆色で，胎士には石英・長石・金雲母を含む。

以上， c区l号濠出土土器は，弥生中期初頭の域ノ越式~弥生後期前半の資料であるが，遺物は覆

土の上半からのみ出土しており，また隣接して域ノ越式や須玖E式の資料をもっ遺講もあり，これら

の土器は濠が埋没する過程で現入したものと考えられる。

ヨl)A区1号溝出土土器(第25留・第26密j

16は断面三角形の口縁の， 17~20' 22は逆L字形および錨先形口縁の， 21はLH撃が内湾する，それ

ぞれ棄である。日以外冨は丹塗でヨコミガキを施す。 18~22は銅上半に街面三角形の突帯をもっo 20 

は口縁端部に 2笛所刻み弓を施す。 19・21・22の外面にはわずかにハケメが残る。色調は16・17・20

にぶい穫色で， 18がにぶい黄櫨色， 19がにぶい赤掲色， 21が樺色， 22がにぶしミ福色である。胎土には

16が石英・長石，それ以外が石英・長石・金雲母を含む。 16は域ノ越式，それ以外は須玖E式の資料

であろう。 23は袋状口縁の丹塗長頚壷である O 外面はミフゲキを施す。にぶい樟色の色謡で，飴土には

石英・長石を含む。 241ま椀形の丹塗鉢である。邑謂;まにぶい黄藍色で，給土には石英・長石・金雲母

を含む。 25・26は錨先形口縁の丹塗高坪の等部であるo26は上半に断面三角形の突苦をもっo25が淡

い黄笹色で， 26が沃黄褐色の色調である C 飴土に;まともに石英。長石・金雲母を含む。 27・28は高杯

の務部である。 27辻外面辻ハケメをナデ指し，内福にはしぼり痕がみられる。 28辻外面にハケメ謂整

を行う O 色謡は27が程色， 28がにぶい糧色である。給土にはともに石英・長石・金雲母を含むυ29は

浅い擁形をしている高坪の部部と考えられる C にぶい糧色の色調で，結二t~には石英ー長石・金雲母を

含む。 23~29は須玖豆式の資料であろう。

以上ラ A 1号清一出土土器は，弥生中期後半の須玖E式を主体とする資料である o

区2号溝出土土器(第27国)

u土如意形口縁の警である。外面にハケメ翼撃を行う。:こぶしミ黄楼色の色調で，胎土に;立石英・長

石・金雲母を含む。板付豆b 式の資料であろう。 2~1Oは断面三角彰の口縁の斐である。 5 ・ 9 を除

40 
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き，外面にハケメ調整を行う。 4は胸部に焼成設の穿子しがある。 6の内面 7の外面には指圧痕が残

る。色調は 2が灰白色 3・9がにぶい黄桂色 4・7が灰費褐色 5がにぶい黄褐色， 6が揺灰

色， 8が護色， 10が黄灰色である。蛤土には 4が石英・金雲母， 5が石英・長石・金雲母・角関石，

それ以外が石英・長石・金雲母を含む。いずれも域ノ越式の資料。である。 11. 12は短い逆L字形の

口縁の蓋である O ともに外面にハケメ調整を行う o 11がにぶい糧色， 12が明褐灰色の色調で，結土に

はともに石英・長石・金雲母を含む。須玖 I式吉段階の資料で、あろう。 13i土器台である。夕、ト面にハケ

メ謂整を行う O にぶい黄務色の色調で，胎士には石英・長石・金雲母を含む。 14は朝鮮系無丈土器の

資料で，丸い粘土紐[J縁の楚で、ある。色謁はにぶい葉桂色。胎土に石英・長石を含む。

以上， B区2号溝出土土器は，弥生前期末の板付IIb式~弥生中期初頭の域ノ越式を主捧とする資

料である O

③F 区土器溜 I 層出土土器(第281Zl~第30図)

1 ~15は逆L字形および鋤先形口縁の斐である。 1 ・ 3 ・ 5 ・ 8 ・ 11 ・ 12 ・ 13は外面に， 14は!大j面

にハケメ残る。 2 ・ 4~ 1O・ 12~15は胴上半に i主rr面三角形の突苦をもっO 色調は 1 ・ 6 ・ 8 ・ 14が鐙

色 2・7・9・12がにぶい楊色 3がにぶい撞色 4・13がにぶい赤掲色， 5が掲灰色， 10・11が

j天褐色， 15が暁黄掲色である c胎土には 1・3・6. 15が石英ー長石・金雲母 2・4・5・7・8・

9・12・13・14が在英・長石・金雲母・角関石， 10・11が石英・長石・金雲母・赤色砂を含む。須玖

I式古段賠~須玖E式の資料であろう o 16は逆L字形に近い口隷の翠棺破片である。日縁端部i二五uみ

吾を施し，口縁宣下に断面三角形の突帯をもっO にぶい黄麓色の色調で，石英・長石・金雲母を給土

に含む。立岩式の資料で、あろう。 17(ま跳ね上げ口縁の歪である。外車はハケメをナデ請している。色

調は種色で，胎土に石英・長在を含む。福間平野以東の土器である。 18はLJ縁が内湾する丹塗の護で

ある。口縁下方に培文を施す。断露三角形の突帯をもっ O にぶい黄櫨色の色調で，胎土には石英・長

石・金雲母・角関石を含む。 19は[くJ字形口縁の斐である。内外面にハケメ調整を行う O 色調はに

ぶい穫色で，胎主には石英・長石・金雲母・角!耳石を含むつ弥生後期前半の資料であろう。 20は多条

のM字突帝を施す丹塗査である。ロ縁下方に語文を施すG にぶい黄接色の色調で， n会主には長石を多

く含んで、いる C 北部九州東部地域系の資料と考えられる。 21・22は袋状口縁の丹塗長頚査である。 21

は口最下に 22は頚窮界iこM字突帯を施す。 21は内面にしぼり痕がみられ， 22は頭部にハケメが残る C

色調は21がにぶい糧色， 22が灰黄褐急である。蛤土;こは況が石英・長石・金雲母・角関石，22が石英・

長石・金雲母を含む。 23は浅い掠状のヰ部をもっ丹塗高士不である。色調はにぶい桂邑で，給土には石

英・長石・金雲母・角関石を含む。 24は朝鮮半島系の瓦質土器と考えられる。手づくねで，用途不明。

黄灰色の色調で，胎土には角関石を含む。 25は三韓系瓦質土器室片である。外需に格子弓タタキを施

し，掲灰色を呈する。

以上， F!Z土器謹 I層出土土器は，弥生中期前葉の須玖 I式古段階~弥生後愚前半の資料であるc

F区土器溜亜層出土土器(第30図・第31民)

26~28は錨先形口蒜の翠である。 26 ・ 27は関部上端に断面三角形の突菅をもっ。 26は外語のハケメ
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をナデ消す。 27・28は外面にハケメが残る。色謂は26が灰掲色， 27がにぷい黄麓色，28が灰黄色で、あ

るつ胎土には26・27が石英，長石・金雲母， 28が石英・長石・金雲母・角関石を含む。いずれも須玖

E式左段階の資料であろう。 29は跳ね上げ口縁の斐である。外面にハケメ調整を行う O 明褐灰邑の急

講で，石英・長石・金雲母を飴土に含む。福碍平野以東の土器である。 30は逆L字形は縁の斐であ

るo D縁はかなり;立ち上がり，日縁度下に丸みを帯びた断面三角形の突帯をもっO 急謂はにぶい麓急

で，胎土には石英・長石・金雲母を含む。 31'土「く j字]f:;に内反する口縁の援合口縁査である。頚腕

界iこ断額三角形の突苦をもっ。灰呂色の色調で，胎土には石英・長石・金雲母を含む。弥生長期初頭

の資料であろうっ 32は山陰系の二重口縁査である。色調はにぶい黄褐色で，胎士会には石英・長石・金

主主母・角関石を含む。 33t土器台である。外面はハケメをナデ消す。内Iiiiで、はハケメとしぼり痕がみら

れる。明褐灰色の色調で，飴土には石英・長石を含む。 34は広口の単口縁の丹塗小査である c 外語に

はヨコミガキを施す。色調は麓色で，胎土には石英・長石・金雲母を含むo 35は楽浪系瓦資土器査片

である。外語は縄藷文タタキを施し， rえn習は当て具痕をナデ治す。褐灰色を呈する。

以上， F豆土器i窓盟層出土土器は，弥生中期中葉の須玖豆式古段i替~弥生後期初頭を主体とする資

料である。 LIJ I安系の二重口緑査は，この層が弥生設期~吉1霊前期の河道に義しているため，現入した

ものと考えられる。

川三JJJ7f
、、 31 O 

ヒζζ工 ζ ミニ

33 

第31題 F区土器溜亙麗出土土器密 0/3，1/4) 
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⑮F区土器i富N層出土土器(第32図)

1~5 は逆L 字形および鋤先形口縁の歪である。 3 ・ 5 は胸部 1:端に断面三角形の突帝をもっo 1 

は外面のハケメをナデ出す。色調は lが褐灰色， 2が赤樫色 3が灰白色， 4がにぶい赤掲色，5が明

掲色である O いすれも胎土には石英・長石・金雲母を含む。これらは煩玖 I式古段階~須玖E式新段

階の資料であろう。 6は口縁が内j電気味に立ち上がる口縁の斐である O 胸部上端にi主rr面三角形の突帝

をもっO 外面にハケメ調整を行う。明掲灰色の色調で，胎土には石英・長石を含むo 7・8は跳ね上

げ口縁の翠である。 7はハケメ調整を行う。色調は 7が掲灰色で， 8が楼色である O 胎土にはともに

石英・長石・金雲母を含む。福開平野以東の土器で、ある。 9は仁i縁部が逆ハの字形に開く斐である。

慌曲部に断面三角形の突帯をもっO 外面はハケメをナデ消す。 日月赤褐色の色調で，飴土には石英・長

石・金雲母を含む。弥生後期初頭の資料であろう。 10は瓢箪形の衰の嗣部である o M字突帯とM字の

下方の突起がより突き出たように変化したと思われる突請が巡る。色調はにぶい樟色で，胎土には石

英・長石・金雲母を含む。 11は鋤先形口縁荒で，にぶい桂色の色調をもち，胎土には石英・長石・金

雲母を含む。 12は丹塗の高杯の脚部である O 外面にタテミガキを施す。色調は黄覆色で，給土iこは石

英・長石・金雲母・角閃石を含む。

以上， F区土器溜N層出土土器は，弥生中期前葉の須玖 I式吉段階~弥生後期初頭の資料である。

⑪F区土器i留V層出土土器(第33図)

1~5 は逆L字形および、鋤先形口縁の撃である。 5 ，ま腕部上半に I~訴面三角形の突帝をもっo 1は外

面のハケメをナデ消す。 2・35は外面にハケメ調整を行う。色調は 1が桂色 2が灰黄掲色， 3が赤

灰色， 4がにぶい桂色， 5が褐灰色である。胎土にはしミずれも石英・長石・金雲母を含む。須玖 I式

古段階~須玖E式の資料である。 6は「く j字形口縁の斐である。内外面ともにハケメ調整を行う O

権色の色調で，胎土には石英・長石・金雲母を含む。弥生後期後半の資料であろう o 7は鋤先形口縁

の査でみる。口縁端部に刻み呂を施し，頚胴界にM字突帯をもっO 頚部にヨコミガキを施す。浅黄色

の色調で，胎土には石英・長石・金雲母・角関石を含む。 8は大きく開く口縁部のI);j面に突起を有す

る壷である O 口縁端部に刻み自を施し，頚日間界に台形状の突帯をもっO 色調は桂色で，胎土には石英・

長石・金雲母を含む。弥生後期後Tの資料であろう o 9は支騎jである。にぶい黄樟色の色調で，飴土

には石英・長石・金雲母を含む。

J:)、J二， F!R土器溜V層出土土器は，弥生中期前葉の須玖 I式古段階~弥生後期後半の資料である。

⑫F区土器溜¥11層出土土器(第34図・第35図)

1 ~ 6'ま逆L字形および鋤先形口縁の翠である o 2を除き 断面三角形の突帯を 1条つけている 0

1・5は外面のハケメをナデ消すが，わずかにハケメが残る。色調は 1が糧色，2が灰黄色， 3が灰褐

色， 4がにぶい詮色， 5が明赤褐色， 6がにぶい黄積色である。胎土には 3を除き?石英・長石・金

雲母を含み，31土石英・長石・金雲母・角関石を含む。須玖 I式官設階~須玖豆式の資料で、ある o 7は

T字形の日縁が内湾する翠である。外語にはわずかにハケメが残 V)，断面三角形の突帝を 1条つけて

いる O 色調は楼色で，胎土には石英・長石・金雲母を含む。 8・9は[く j字形口縁の斐である。 8
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は内外需にハケメ調整を行う。 9は屈曲部外頭に指在痕がみられ，題曲部内在互にはヘラケズリ棄とヘ

ラ束Ij突痕が残る O 色謂は 8が讃邑， 9がにぶい黄控色である。胎土にはともに石英・長石・金雲母を

含む。 8が弥生後期後半の資料， 9 tま朝鮮半島系の擬蕪文土器の系譜をひく棄の可能性がある o 10・

11は内湾気味に居蕗する口縁をもっ丹塗査である o 101ま頚絹界に台形状の突帯をもっc 11は外題;ニタ

テミガキを施す。内面にはともにハケメ調整を行う。色讃は10がにぶい黄樫色， 11が灰白色である。

給土にはともに石英・長石・金雲母を含む。弥生後期語学の資料である。 12は詮口の台付丹塗歪であ

る。建F!富三角形の 2条の突菅間の;主口が事落した痕跡が認められる O 子Ltま貫通している。;こぶぃ黄霞

色の色調で，結土は石英・長石を含むo 13!ま蓋である。にぶい壌色を呈し，監土には石英 g 長石・金

雲母を含む。 141土器台である。外酉はハケメ課整を行う O 色調はにぷい黄澄色で，胎土には石英・長

石・金雲母を含む。

以上， F区土器溜珂層出土土器は，弥生中期前葉の狸玖， 1式吉設階~弥生後期後半の資料である C

rJ]JF区土器j官官露出土土器(第35密)

15~22は逆L字形口縁の妻である。 18を除き，絹部に額面三角形の突苦を l 条つけている c 20 . 22 

の外習にわずかにハケメが残る。色調は15がにぶい赤掲色， 16が灰黄褐色， 17・21が糧色， 18が謁

色， 19が褐灰色， 20がにぶい褐邑， 22がにぶい糧生である。胎土には17・20を除き，石英・長石@金

雲母を含み. 17・20は石英・長石・金雲母・角関石を含むo

F
 J

 

J
 

4 

~~ 

3 

o 20cm 
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以上， F 底土器j寵理密出土土器は，弥生中期前菜の須玖 I式古段階~弥生中期後半の須玖豆式の資

料である。また， FI区土器港出土土器を取り上げ層設ごとに細かく検証してきたが，官麗を除き，各

取り上げ層が弥生中期言言葉・中葉~弥生後顛の資料であったc これ辻，この土器i留が時間的推移のも

とで形成された一次的なものではなく，別に形成されていた一次的なものが数震にわたり損されて層

位をなした二次的なものであることを示していると考えられる。今毘この土器溜調査した中での最下

露にあたる百層の解釈については今後の検討課題である C

@C[;{落ち込み 1出土土器(第361盟・第37国)

1 ~ 3・6'ま断面三角形の口縁の警である 0 1'ま外面にハケメ調整を行う。色調は 1・2・6がに

ぷい稜色 3が撞色である。胎土には 3が石英・長石， 1患が石英・長石・金雲母を含む。域ノ越式の

資料である。 4・5・7~15は逆 L 字形および鋤先形口縁の斐である。 7 ・ 15は口縁端部に実Ijみ日を

施す。 7・11・15は艇部に断面三角形の突苦を l条つけている。 4・10・15は外面にわずかにハケメ

が残る O 色調は 4が褐灰色 5・6がにぶい麓色 7がにぶい赤揚邑， 8・12が暁褐灰色， 9・11・

13が灰謁色， 10・15がにぶい揚色， 14が明褐色である。胎 tには 4・5が石英・長石・金雲母・角関

石 7・8. 9・10.14・15が石英・長石・金雲母， 11 ~ 13が石英・長石を含む。域ノ越式~痕玖 I

式の吉段階の資料であろう。 16・17は霊の底部であるつ 16が淡い黄藍色， 17が灰白色の色調である。

飴土には16が石英・長石， 17が石英・長石・金雲母・角関石・赤色砂を含む。域ノ越式と須玖 I式の

資料である。 誌は支持である。控色の色講で，絵土には石英・長石・金雲母・角関石を含む。 19・20

は蓋である c 19は内外語にハケメが残るつ色調は19が掲灰色， 20がにぶい黄稽色である c 給土にはと

もに石英・長石・金雲母を含むc 須玖 I式吉段轄の資料であろう。

以上， C 段落ち込み 1出土土器は，弥生中期初頭の域ノ越式~弥生中期前葉の須玖 I式古段階の資

料である。この落ち込みは，平成11年度特定調査B[互の 3号土噴の下層部分に繋がると考えられる。

⑬Cl2<:器ち込み 2出土土器(第37図)

211ま翫面三角形の口縁の棄である O 赤掲色の色調で，胎土には石英・長石・金雲母を含む。域ノ越

式の資料で、あろう。 22・23は斐の底部である。いずれも外面にハケメ調整を行う。 22が桂色， 23が明

赤灰邑の色調でラ胎土には22が石英・長石・金雲母， 23が石英・長石・金雲母・角関;行を含む。域ノ

越式と須玖E式の資料であろう o 24は朝鮮系蕪丈土器の資料でフ丸い粘土語口縁の歪である O 外面の

一部に指圧痕とかすかにハケメが残る。灰黄褐色の色調で，結士には石英・金雲母を含む。

J-j，ゴj

⑫⑮:D区区牟集石j遺童講試掘壌出;土士土:土器 (第3認8留)

1は斐の底部である O 外面はノ、ケメ調整を行う O 色調は明掲灰色で.結土には石英・長石・金雲母・

角[耳石を含む。須玖E式の資料であろう。 5層から出土した。 2・3は「くJ字形口縁の撃である。

2は内外面ともにハケメ調整を行う。 3，ま外面のハケメをナデ消すが，わずかにハケメが残る O 内面

にはヘラ刺突壌が残る。 2'まにぶい黄褐色， 3はにぶい黄桂色の色調で，胎土には 2が石英・長石・

金雲母・角関石・春色砂， 3が石英・長石・金雲母を含む。 4t土朝顔形に開く口縁の広口壷である。
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内外語ともにハケメ謁整を行う。色調は淡い黄鐙色で，胎土には石英・長石・金雲母を含む。 2が弥

生後期後半 3が弥生後期前半， 4が弥生後期中頃の資料であろう。いずれも 1b層から出土したc

以上， D rz:集石遺構試掘壊出土土器は，集石遺構内の層である 5J曹の出土土器は弥生中期後半の須

玖互式，集石遺講を覆うように堆覆した 1b層の出土土器は弥生後期前半~弥生後期後半の資料であ

るO

⑫朝鮮半島系出土土器〈第39[望)

ここでは，前掲した遺携の他から出土した朝鮮半島系の土器をまとめて紹介する。

1は無文土器の牛角把手付衰の把手である O 色調はにぶい黄麓色で，話土には石英，長石・金雲母

を含む。 B15区盟層出土。 2は無文土器の口縁で，粘土帯を貼りつけているものである。一部に指圧

震が残る c 灰黄掲色の色調で，結土には石英・長石・金雲母を含む。 D3区IV層!'H土。 3・4!ま楽浪

系瓦質土器片である。 3は無文の査片と考えられ，ロクロによる毘転ナデ調整されている。 4は底部

破片で，静止糸切り痕がみられ，わずかに残る鶴部下端にはケズ 1)を施している。いずれも褐灰色を

呈する o 3がD7rz:rn層， 4 がD3 ・ 6 rz: IV層出土。 5~ 8は三韓系瓦質土器室片であるつ 5は縄藷

文タタキを施した後に沈線を入れる。内面は当て具痕をナデ消す。 6[ま格子国タタキを行う o 7[ま格

日夕タキの後に沈線を施す。 8'持軍藷丈タタキを施した後で一部に沈謀を入れる。色調は 5・6が

灰色 7が黄灰f立， 8が掲灰色である o 5‘ 8がF7区V層， 6がD3rz:IV層 7がD3・6区IVI尋

から出土した。 9~11は鵠糞土器である o 9/まハケメと沈線を施す豪網部片である。器肉はにぶい控

色を呈する。 10'ま無文の壷蹄部片である。平行タタキの後ナデf:ttげしている。内冨も一部ナデの痕

が残る。器内は灰赤色を呈する。 11はハケメを施す破片である。器肉はにぶい桂色を呈する o 9がB

17区麗患， 10がD2・4・5区IV，11がF8区V層出土である。

註 l 梅毘康雄1991r九州Jr占墳時代の萌究j6雄山間
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(2) 石器・石製品(第40毘~第49図)

1は黒曜石製三稜形尖頭器である。重さ7.8g，B2区立憲出土o2 Iま黒曜石製台形捧石器である O

重さ17.2g，C7・8区落ち込み10出土。 3・4は黒曜石製綿石核である。重さは 3が9.1g， 4が

l1.6go 3はD8区V層， 4 は F6tx土器j留 II露出土。 5~7 は黒曜石製葉茎打製石畿である O 重さ

は5がO.7g， 6が1.4g，7が1.1gc 5~ま B 区 1 I忌 6tまE1区盟麗， 7はD4l玄N層出土。 8~

10は無茎塵製石j主主である。全て頁岩襲。重さは 8が1.5g，9が2.8g，10が2.9g 0 8はF区土器j留

置層. 9はC3・4・5区落ち込み 1，10はFl互土器富町層出土oII ~ 15は磨製石鰐である。 15は未

製品。全て頁岩襲。重さは1lí~'15. 0 g， 12が24.5g， 13が50.4g， 14が19.6g，15が93.1g 0 1HまB

16[玄1号濠 I層， 12はBIR3号土壌， 13はDlO区VI喜， 14はD9区富屠， 15は D5 区N層 H:'i 二上。 16~

181ま磨製石文である。 16は粘板岩製， 17・18は頁岩製。重さは16が27.1g， 17が100.9g， 18が66.2

g 0 16はC2 [豆E層， 17はD71RN層， 18は C7txIII 層出土。 19~21辻方柱状片刃石斧である。 19 ・

20は扶入。 19・21は粘板岩製， 20は頁岩製。重さは19が246.6g，20が221.1g， 21が67.1go19はC

tx2号士墳， 20がF5k<.Na層， 21がB2 B互田露出土。22~27は石撃である o22~25は粘板岩製， 26・

27は頁岩製。重さは22が43.6g， 23が40.8g，24が12.4g，25が10.4g， 26が34.6ε ，27が12.0g Q 

22・27はB3区匝層， 23はC4txIII層， 24はB14区頭罵， 25はB区2号溝， 26はB6区謹層出土。

28・29は石製結錘車である。 29は穿孔無く未製品。 28は頁岩製， 29は砂岩襲。重さは28が31.6 g， 29 

が16.0g G 28はE1区盟層， 29はB20[:互理署出土。 30は石斧の未製品である C 頁岩製，重さ390.2g c 

B 区 2 号溝出土。 31~44は石鎌である。 31 ・ 32 ・ 33 ・ 44は未製品。 44'土石底 n二転培か。全て頁岩製。

重さは31が51.6 g， 32が104.1g， 33が61.0 g， 34 ;Q'l7. 1 g， 35が64.1g， 36が24.4g， 37が31.3 

g， 38;Q'19. 9 g， 397う~'l 5. 7 g， 40;Q'16.4 g， 41;Q宝29.2g， 427うす19.5g， 437う'29.6g， 44;Q'23. 8 g 0 31 

はE区， 32はD8区N麗， 33はC3区恵層， 34はD9区N層， 35iまD7 N屠， 36はA2区E麗， 37 

はC区1号濠， 38'土DlOtxV層， 39はD9・10区N層， 40はB 1号濠豆腎， 41はD7 霊層， 42は

D4区E層ラ 43はC5区誼層， 44はC7・8tx落ち込み10出土o45~51'土石庖丁である o 45・46・51

は未製品。 46が粘板岩製，残りは頁岩製。重さは45が36.3g， 46が34.3g， 47が21.3 g， 48が47.7

g， 49が25.9g. 50が22.4g， 51が38.0g 0 45はC区1号、濠 II忌 46はC 1号濠.47はC4・61三

落ち込み 6，48はD3・6区民T層， 49はC2反落ち込み 2，50はB区20号土壌， 51がD71玄V層出土。

52~691ま砥石である o 66~69は破損段[1IJ石に転用。 53 ・ 55 ・ 59 ・ 60 ・ 66 ・ 68は頁岩製， 1也は砂岩製。

重 さは52が185.3g， 53が113.8g，54が118.Og， 55が273.4g，56が1020.5g， 57が992.3g，58が

854.4 g， 59;Q'l88.0 g， 607デ1009.4g， 617うす1738.7g， 62 ;Q'439.4 g， 63 ;Q'304. 1 g， 64 ;Q'436. 6 

g， 65が818.2g， 66が421.8 g， 67が930.4g， 68が646.2g， 69が638.7g c 52・56・57はB区2号

53はC2区E層， 54はC 落ち込み 1，55はC区落ち込み10，58はB区1号濠.59・60・68はF

E土器i露五7語， 61はF区土器i曹司麗， 62.67はF区土器j謹直層， 63・64はD7 txN!吾， 65はDtxVl

， 66はD101互題層， 69'まF 土器瀧 I層出土。 70は多孔質玄武岩製の支駒形石製品である c 重さ

900. 5g， D 5区IV麗出土。 71は凝灰岩製の石錘未製品で、ある 3 重さ2253.0g，D区集石j童講出土。

~58~ 
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72~80は玄武岩製の!!l]石・議石・磐石である。重さは72が1150.8 g， 73が968.2g，74が512.2g， 75 

が624.1g， 76が981.4g， 77が614.5g， 78が706.8g，79が1030.7g， 80が553.6g0 72はC区落ち

込み10，73はD5[RIVa層， 74はF区土器i奇襲層， 75はC区1号濠， 76はD10区V麗， 77はA 1 

j茸， 78はD区沼署， 79はD10区匪層， 801土B区6号土壌出土。

(3) 金属製品(第65密)

u立大泉五十である。青銅製で，法量は長吾28.15mm，短径27.65mm， J享さ2.45蹴，重さ5.5乏であ

るc 中央に8.60mm x 8. 6511lmの方孔があり，上に[大J，下に f泉J，右に「五J，左に「十jの丈字を

鋳る。中国の王弄により紀元 7年初鋳され，新(紀元 8~23年)の時代に使用された。 EI豆 E 層，近

世~近代の水国境乱層から出土した。J2)，1IIJに原の辻遺跡に入っていたものが誌入したと考えられる。

これまで学範的には，福岡市の鴻麓館跡で10世紀後半の土壌から出土した l開が知られていた。毘の

辻遺跡では，これまで前漢の五鉢銭と新の貨泉(6例)が出土しており，大泉五十の出土によって中

国の古代貨幣が3種類そろったことは，日本で初めての事関である o 2は青銅製の鋸畿である。長さ

32mm，幅8mm，I享さ 4mm，重さ2.2gを測る。 C4区E層から出土した。

(4) 木製品(第50密~第駐留)

木製品は，平成10年度から今年度まで実施した特定調査により， IBi可道や譲等から各種多数の出土

がみられた。ここではそれらをまとめて紹介するが，時間的な関係上二校など一部のものについて辻省

患者した。なお，過年度の遺構については壌の辻遺跡調査事務所報告書第16・19集を参顕頂きたい。

lは機競り具の経巻具である O 陽物形(男根形木製品)の可能性も考えられる。現存長5.5cm，幅

1.5cm，寧さ 1c訟を誹る。平成11年定B芭 1号IBi可道出土。 2(ま棋を欠損した杓子である。最大詰14

cmを測る O 平成11年度E区3号!日河道出土。 31ま何らかの未製品と忠われる O 最大窪lOcmを測る。平

成11年度E区土器議出土。 4は留め具であろう O 平成11年定E区2号IBi可道出土c 5 ~1Oは何らかの

部材と思われる。 5が現存長39cm，幅4cm，厚さ 4cm， 6が現存長30cm，幅 3cm，厚さ 2cm， 7が現

存長24cm，幅 5cm，厚さ 5cm， 8が現存長21cm，幅4.5cm，揮さ 2cm， 9が現存長24cm，幅4cm，翠

さ2.5cm，10が現存長54cm，幅2.5cm，厚さ 2cmで、ある。 5が平成11年震E[R2号i白河道 6・7が平

成11年度B区1号!日待選 8が平成11年度E2 [豆豆層 9が平成11年度E16区E層， 10が平成11年度

E区3号18河道から出土した。 11~14は用途不明のものである。 11が現存長20cm，環状部最大径lOcm ，

さ2cm， 12が長さ21cm，幅4‘5cm，厚さ 5cm， 13が現存長33.5cm，幅5.5cm，享さ0.9cm，14が現存

長38.5cm，幅20.5cm，J手さ1.5cmを滞る。いずれも平成立年度 E [R 3 号!日河道から出土した。 15~19

は竪杵である o 15が長さ101.5cm， 16が長さ113cm，17が現存長45cm，18が現存長41cm，19が48.5cmで、

ある。 15が平成10年度EIR5号濠， 16・19が平成12年度BL){ 1号譲， 17・18が平成11年度E区3号!日

河道から出土した。 20は又鍬の一部である。平成11年度E区2号!B河道から出土したo 21・22'ま横杵

と考えられるが， 21は杵部先にも栴が折れたような痕都があり， 110の可能性もある o 21が現存長26.5

69 
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cm， 22が長さ36cmを測る。ともに平成11年度E 区 3 号!日持道から出土した。 23~29は槽及び何らかの

器の一部と考えられるものである。 24は長さ40cm，幅15cm，高さ 8cm， 28が長さ31cm，幅16cm，高さ

4 cmで、ある。 23が平成11年度E区3号113河道， 24が王子或10年夏B区2号i豪， 25~29が平成11年度E 区

3 号!日河道から出土した。 30~43は建築部材と考えられる。 42は艶材の可能性もある。 30は現存長86

cm， !福lOcm，翠さ2.5cm，31は長さ101.5cmフ幅19.5cm，}享さ6.5cm，32は長さ135.5倒， 33が現存長115.5

cm， 34が現存長91cm，35が現存長67cm，36が現存長141cm，37が169cm，38が長さ198cm，39が現存長

161cm， 40が現存長329cm，41が現存長235cm，42が現存長253cm，43が現存長98cmである。 30・31・

34・37・38・40・41・42が平成11年宣E[R3号!日河道， 32が平成11年度E区3号溝， 33・36が平成11

年度B区1号113河道， 35・39が平成11年度E区2号113河道， 43が平成10年度B区2号濠から出土した0

44は長さ60.5cm，幅11.5cmが残存した梯子である。平成11年ー度E包 3号113河道から出土した。 45は蔀

戸の留め具と考えられる。長さ14.8cm，幅6.5cm，1享さ2.8cmを測る。平成11年震B芭1号!日河道から

出土した。 461まネズミ返しである。長窪44.5cm，短径42.5cm，中央に12.5cm X7. 5cmの方孔をもっO

平成11年度B区1号113i可道から出土したo 47は用途不明のものである。長さ37cm，幅13cm，厚4 さ4cm 

を溺るc 平成立年定E包 3号113i可道から出土したっ

(5) 号角器(第65関)

3は掠骨製の紡錘事である。長窪4.6cm，短窪4.5cm，草さ0.8cm，重さ13.6gである Q C 7・8区

落ち込み10から出土した。

(6) 土製品(第65国)

4~6 は訪錘形の土製投弾である。 4 が長さ4.2cm，揺2.4cm，重さ 21. 6 g， 5が長さ3.5cm， ~Jjî2.1 

cm，重さ12.2g， 6が長さ4.9cm， ~Jjî3. Ocm，重さ37.3gを減る c4がB[R4号土壌 5がE[RV層 6

がF3[R乱Td 脅から出土した。 7・8は土製紡錘車である O れま土器片を転用したものである。 7が

長窪4.1cm，短窪3.9cm，厚さ1.2cm，重さ20.5gである" 8が長径4.7cm，短径4.6c札摩さ0.6cm，重

さ13.3gである O 7はE8区五ib層 8がD5区亜層から出土した。 9・10は土器片の毘りを丸く語

家りした円盤状土製品である O 重さが9tま26.7g， 10が16.5gを測る o 9がD3豆町署， 10がD9区

V層から出土した。

(7) 装飾品〈第65密)

11は濃緑色の碧玉製管玉である O 長さ 4mm，径2mmで， F 6区Na層から出土した。 12・13は藍色

のガラス玉である o 12が長さ 4臨， f圭6mmで， B16区1号譲 I層から出土した。 13は長さ2.5mm，径

3mmで， F 5区土器溜¥1震から出土した。
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4. ま とめ(第4図・第66図)

最後に平成12年度環濠等状況調査の成果について簡単にまとめてみたし為。遺構では， 18海道2条，

濠 1条，溝 2条，土壌数10基，土器溜 1，集石遺構等を確認した。以下，検出した遺構の内容をもと

に過去の調査結果を踏まえて，今回の調査地誌の状況の時期的変還を考察する O

誌の辻遺掛では，弥生前期末に毘住が始まったことがこれまでの謂査で鳴らかになっているが，今

回の調査地区のB区においても改めて検証された。弥生前期末~弥生中野j初頭の遺物を拝う 2号溝の

確認がそれで、ある o A!!{ . B 区・ C 区はいずれも間仁被高地内にあったと考えられる。北は~番鉾JII本

誌にあたる!日河道，東は 1号!日持道，南は 2号i白河道，西は平成10年震船着き場付近水路等状況調査

での 1号!日河道と， )詩りをすべて出海道に屈まれた損高地である c これまでの調査で，地LLJの寄せ平状

況等からこの綴高地は北西からi南東に向かつて傾斜していた可龍性が高いと考えられる。 2号溝は，

平成10年度特定調査や今:苧度の原の辻遺跡発掘調査事業の調査で，北西方向と南西方向に伸び、ること

がわかっている G さらにこの講の北には 5mほど離れて同じ持期の溝がもう 1条沿うように走ってい

ることも確認された。これらの溝の走る方向は徴高地の績斜を横切っており，地形との関採が考えら

れる。この徹高地内で辻，弥生前期末の遺物を停う遺講がこれら 2条の溝以外に確認されていないが.

恐らくは溝の北西部，徴高地内ではより高く!日告lJ道との比高が高い場所の高1f1U斜語から，弥生前期末

以持岩住が始まったと誰測される。濯の南東関である A反 .B誌で確認した土境は，時期が確認でき

たもののほとんどが弥生中期後半のものであった。時間的経過とともに居往域が拡大したことを示す

ものであろう。さらに南に移ると，土壌や柱穴状小穴は瀬次減少傾向がみられ，平成11年震の~寺定調

査B区ではまだ確認できたが今年度のC[Rではほとんと守確認されなかったペこの調査註付近が居住

域の帯設と考えられる O また， iiif道を挟んで隣接する北西織の犠高地には，閉じ時期に輯鮮半島系の

人々の集住域と考えられる場所があり，寵西には道を挟んで弥生中需の訟着き場があるため，この

綴高地では，渡来した人々との民間レベルでの交渉・交易が行われた可能性も考えられる c 前摸時代

の五鉢銭と三翼蟻，朝鮮系無文土器，楽j良系土器等の大陸や朝鮮半島からもたらされた遺物が数多く

出土しているからである C 鉛着き場;こ留する高子宮地区は未調査で、あるので，今後の識査が期待される c

鍛高地の南東端に位寵する土器i告は，弥生中期言言葉~5fr;生後期設学の資料を出土していることと，二

次的に形成されたものであることを確認した。 平成11年度特定調査による出土品から，付近に祭i義的

施設の存在が推認されたが，地0~1が後tまの部平をうけており確認できなかった。弥生後期に入ると鍛

高地内における岩住域は放棄され，今回確認した 1 も含めて 5条に及ぶ濠が設けられたと考えら

れる。過去から今回の調査に至るまで，これらの濠以外に弥生後期の遺物をこした遺構は?この犠

高地内では確認されていないc、平成立年震特定調査で確認した弥生後期における多重環濠の掘り亘し

とともに rf委国大吉LJ関連の軍事的緊張状況を反映したものであろう。この弥生後期の変容は，多

重環濠の据部と魁着き場の築造によってー支王者Eとしての整積が行われた弥生中期前半とともに

原の辻遺跡における二大画期といえよう。
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